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図書館等複合施設基本計画策定に係る施設規模について 

 

１．目 的 

  本年度、総務課が策定する図書館等複合施設基本計画の施設規模の算定・プランニング

にあたり、平成 31 年 3 月に策定した白馬村図書館等複合施設基本構想（以下「基本構想」

という。）で示された、①図書館機能の規模 ②子育て支援機能の規模 についてさらに精

査した上で教育委員会の意見としてまとめ、その結果を村長に提言する。 

 

２．基本構想で示された施設規模 

  基本構想で示す、図書館機能及び子育て支援機能の規模は次のとおり。 

（１）図書館機能の規模 

ゾーン スペース 諸   室 面積（㎡）

利用者のための

ゾーン 

導入エリア 

エントランス 

飲食可能なラウンジスペース 

展示コーナー 

映像コーナー 

100

交流・学習エリア

多目的室（プロジェクター・スク

リーン・鏡・可動椅子付） 
200

学習室（個人用・グループ用） 100

視聴覚資料閲覧スペース 

インターネットスペース 
50

白馬エリア 地域資料閲覧コーナー －

開架エリア 

一般開架 

雑誌コーナー 

読書スペース（デッキエリア含む） 

資料検索スペース 

240

幼児・児童エリア

児童開架 

子育て支援情報コーナー 

キッズルーム（おはなしの部屋） 

授乳室・オムツ替えスペース 

200

共用エリア 

ＷＣ 

倉庫 

階段・エレベーター 

50

外部エリア 公園・憩いのスペース －

管理運営のため

のゾーン 

サービスデスク 
貸出・返却受付 

レファレンスコーナー 
60

事務・作業エリア 事務・作業室 

福利厚生エリア 休憩室・更衣室 
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ゾーン スペース 諸   室 面積（㎡）

保存のためのゾ

ーン 
保存エリア 

書庫 

歴史資料等保管スペース 

作業スペース 

180

合     計 1,180

※白馬三山が展望できる場所に読書スペースを設置する。 

 

人口 延べ床面積 蔵書冊数 開架冊数 職員数 

8,900 人 1,180 ㎡ 74,470 冊 54,284 冊 7 人 

 

（２）子育て支援機能の規模 

子育て支援機能 

子育て支援センター 

（子育て支援拠点事業） 

○ラウンジ ○活動スペース ○遊戯室 ○子ども図書室 

○保育室（療育事業） ○相談室 ○調理室 ○授乳給湯室

○おむつ替えコーナー ○静養室 

母子保健機能 

相談事業 ○相談室 ○乳児・ほふく室  

各種教室 ○ホール ○乳児・ほふく室 

保育機能 

一時保育（休日含む） ○保育室 ○乳児・ほふく室 ○遊戯室 ○静養室 

放課後児童クラブ ○児童室 ○プレイルーム ○静養室 

学び・交流機能 

児童館 ○ラウンジ ○多目的室 ○創作活動室 

屋内型広場機能 

ホール ○多目的室 

屋内運動場 ○プレイルーム 

公園機能 

屋外広場 ○園庭 ○遊具 

図書館との連携機能 

読み聞かせ広場 ○子ども図書室 
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子ども・子育て支援機能 諸室 面積（㎡）

子育て支援センター 

（子育て支援拠点事業） 

活動スペース 80 

遊戯室 56 

相談室［二部屋］ 56 

静養室（おむつ替えコーナー含む） 25 

一時預かり（休日含む） 
保育室 40 

乳児・ほふく室 49.5 

放課後児童クラブ 
児童室 80 

静養室 20 

児童館 
児童室 80 

静養室 30 

各種教室 保育室 40 

屋内型広場 ホール 220 

合    計 776.5 

 

３．施設規模の精査 

（１）図書館機能 

   白馬村図書館施設検討委員会が平成３０年１０月に策定した「新しい図書館の施設及

びサービスに関する報告書」（答申）を最大限尊重して、教育委員会案とする。 

 

（２）子育て支援機能 

   基本構想で示した諸室の機能を、現在実施している各種子育て支援事業の状況や、先

進地の施設状況を踏まえた上で、再度検討作業を行った結果、次の点が挙げられた。 

 

 ①子育て支援センター（子育て支援拠点事業） 

  ◆「活動スペース」と「遊戯室」を一体的な大きな部屋として、広々した開放的な明るい

雰囲気のスペース（１５２㎡）とする。ただし、クッションブロック等で仕切れるよう

にする。 

     

 

 

 

 



4 

  ◆「相談室」は、６～７名程度が座れ、車椅子の利用者の出入りにも対応できる部屋が

あれば十分なことから、２０㎡×２室とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②各種教室、児童館 

  ◆スペースを有効に活用するため、児童館の「児童室」と各種教室の「保育室」を一体的

な大きなスペース（１２０㎡）として、多目的室とする。ただし、可動間仕切りで仕切

れるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③屋内型広場 

  ◆屋内型広場には、天候に左右されることなく、年間を通して子どもたちがダイナミッ

クに自由に遊べる、シンボル的な大型遊具を設置する。 
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   上記を整理すると次のとおり。 

 

子ども・子育て支援機能 諸室 面積（㎡）

子育て支援センター 

（子育て支援拠点事業） 

プレイルーム 152 

相談室［二部屋］ 40 

静養室（おむつ替えコーナー含む） 25 

一時預かり（休日含む） 
保育室 40 

乳児・ほふく室 50 

放課後児童クラブ 
児童室 80 

静養室 20 

児童館・各種教室 
多目的室 120 

静養室 30 

屋内型広場 大型遊具を備えたプレイルーム 220 

合    計 777 

 ※屋外には、子どもたちが自由な発想の遊びができるような屋外広場を設け、固定遊具や

砂場などを整備する。（400～500 ㎡） 

 ※食育関連事業を実施するため、別途調理室が必要。 

 

以 上 

 


